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科目名 
 

        現代科学論  Ｂ 

 対象学科・学年 
 文学部日文1回生  
 文学部英米1回生  
 文学部文財1回生  
 人間人社1回生 

 担当者 
 

  櫟本  五男 

 授業テーマ            神秘の世界 （地球は生きている） 
    －森羅万象を映像で伝えるとともに、地球における生命体を科学的に探求する－ 
 授業の概要と目標  ：  20 世紀の科学技術は驚異的な発展を遂げ、私たちの生活はかって予想もで
きな かったほど豊かになりました。しかし、一方では環境破壊や資源枯渇等が地球全体へと拡大してきま
した。 21 世紀において人類が他の生物と共生でき、安全で快適な生活を維持するためには、今日の物質
文明がどのよ うにしてもたらされたかをよく理解することが大切です。地球の誕生、その地球でおこった
諸々の現象をよく 理解し、『地球にやさしい科学とは』をよく考えましょう。講義は主にレーザーディス
クで行ないます。 
 評価方法 
   成績の評価は出席状況（６０％）とレポート（本講義はレーザーディスクを使用しますので、 
   その内容の要約あるいは簡単な感想文による評価４０％）を総合して評価します。 
 テキスト  著者   出版社 

 参考書 
       自然科学概論 
    生命体の科学 －地球生命の探求－ 

   香月裕彦著 
   賀来章輔著 

 
    講談社 
    共立出版 

 授業スケジュール・内容 
  １．   生物の構造と機能             ③食物と健康   ④食品添加物 

  ２．               ⑤脳のしくみと働き⑥ウイルスとの闘い（ウイルスと病気） 

  ３．   生き物の世界Ｉ      ①植物の営み    ②昆虫の世界   ③蜂の社会 

  ４．   生き物の世界 II          ①動物の王国    ②海の生物    ③熱帯の生物 

  ５．   知られざる世界－海－Ｉ ①深海の生物   ②深海の食物連鎖 ③湧昇流と命の輪 

  ６．   知られざる世界－海－II ①眠る巨大資源  ②海洋資源の利用 ③生物資源 

  ７．   知られざる世界－海－III ①奇跡のバランスが崩れるとき    ②温暖化 ③寒冷化 

  ８．   知られざる世界－海－IＶ ①波・驚異のパワー② 津波の襲来 

  ９．文明 人間社会の発展と環境   ①文明の発展    ②２０世紀の科学と技術 

 １０．               ③環境破壊     ④大気汚染 

 １１．   交通システムの発達      ①交通の発達    ②陸上交通の発達 

 １２．               ③航空機の発達   ④水上交通の発達 

 １３．    乗り物とそのしくみ      ①エンジン     ②自動車    ③飛行機 

 １４．   人間の文化とその歴史Ｉ  ①文字の起源と印刷技術 ②スポーツ（歴史と役割） ③写真

 １５．   人間の文化とその歴史 II ①映画  ②テレビ（しくみと役割） ③人工衛星（歴史と利用）

 


